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 新しく水道を引くときは、申込者が一般的に自治体や水道事業者に

水道加入金、水道分担金と呼ばれる費用を払わなければなりません。 

（自治体によって不要なところもあります） 

 

 これは、水道施設の整備や安定した水の供給を図るために徴収され

るものです。 

 

 負担金額は、自治体や水道事業者によって異なりますが、多くは水

道メーターの口径に応じて金額が定められています。 

   

 土地を購入して新しく住宅を建てる場合は、このように水道加入金

が必要になりますが、では新築分譲住宅の場合はどうでしょうか？ 

 

 新築分譲住宅は、その事業者の責任と負担で水道を設置したうえで

販売します。したがって水道加入金は新築分譲住宅の価格の一部とい

うことになります。 

 

 しかし、分譲会社によっては売買代金とは別途に請求しているとこ

ろもあります。このような場合は、事業者は広告に売買代金とは別に

水道負担金額を明示しなければなりません。 

水道加入金は売買代金とは別途に必要？ 

 賃貸借契約が終了したときは、借主は賃貸物を原状に回

復して返還しなければなりません。 

 ただし、原状回復とは借りたときの状態に戻すことを意

味するわけではありません。 

 借主の原状回復義務は、社会通念上、時間の経過によっ

て生じた経年劣化、および通常の使用方法によって生ずる 

通常損耗を超える借主の故意過失による損傷や、通常でな

い使用方法による劣化等についてのみ生ずると解されてい

ます。 

 では、この原状回復義務に関し、「通常損耗の範囲を含

めて義務を負う」という特約がある場合は、どうなるので

しょうか？ 

 このような特約は公序良俗に反しない限り有効とされま

す。しかし、この特約があるからといって、無制限に通常

損耗の範囲を含めた原状回復義務が肯定されるわけではあ

りません。 

 判例によると、畳表、襖、壁紙の張替え、クリーニング

費用を借主が負担する旨の特約がある場合、この特約が公

序良俗に反するものでなく、当事者双方において特約事項 

を理解、納得して契約を締結した場合は、借主は通常損

耗分も含めて、特約どおりの費用を負担しなければなら

ないとしています。 

 つまり、ただ単に、張替え費用は借主の負担とする特

約だけでは不明確であって、たとえ壁紙が汚れたとして

も通常損耗の範囲であれば、原状回復義務を負うことは

ありません。 

 しかし、あなたの使用方法が悪く、そのためにタバコ

の煙や油汚れが通常損耗の範囲を超えているようなら、

大家の主張通り、あなたは張替え費用を負担しなければ

なりません。 

 ただし、その場合でも、壁紙の汚れ方によっては、壁

紙の全室張替え費用まで負担するのは原状回復義務の範

囲を超えています。 

 そうすると、あなたが負担するのは、損傷箇所を含む

一面分の張替え費用とするのが、当事者の公平の点から

妥当といえます。 

 なお、この場合、更に壁紙の経年劣化による価値の下

落分は、借主の利用とは無関係のため差し引かれます。 
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しても・・・といったところです。 

 家探しは案外疲れるものだなということが、このとき初めてわ

かりましたが、泣き言を言っている暇はありません。 

 数か月先には今の家から立ち退かなければならず、それこ

そ毎日のように新聞広告をチェックする日々でした。 

 そんな最中、どこで見つけてきたのか姉が「良さそうなのが

あるよ」と新築一戸建の資料を持ってきました。 

  新築一戸建でこの価格 ●●●万円！ 

  敷地３０坪・３ＤＫ・駐車場付き 

 

おぉ、この価格なら自分でも買える、しかも憧れていた新築が 

 

 その広告を目にした時点で、心はほぼ決まりました。 

これを逃したら後はないと。 

 

 その家は、まだ建築の途中でした。売主の不動産会社は聞

いたことのないところでしたが、会社を訪問した際に壁に掲げ

られていた宅建業の免許標から古い会社ということがわかり

ひと安心。  

 週末に現地で説明してもらうことを約束し、不動産会社を出

ると、夕焼けが西の空を真っ赤に染めていました。  続く                        
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二度二度二度二度とやらないはずがとやらないはずがとやらないはずがとやらないはずが    

  前回は値段をまけてあげるから・・・というところまででし

た。 

 自己資金少々、低年収という私にとって、不動産会社が提

示してくれた価格は、おおいに魅力でしたが、なにしろあの

荒れ放題の状況を目の当たりにした後です。「リフォームをす

れば十分住める」と言われても、とても「そうですね」とは言え

ませんでした。 

 不動産会社に返事を一週間ほど待って欲しいと頼むと、そ

れまでとはあきらかに声の調子が変わりました。  

 「米本さん、売主の気持ちが変わっても知らないよ。考える

のはあなたの自由だけどね、こんなに値打ちな物件、そうそう

出るものじゃないから。それに、言いたくないけど、この家に

興味を持っている人が何人もいること、忘れんといて」  

 正直に言えば、買わないほうが良いと思う気持ちが80％で

したから、不動産会社の煽り文句は気になりませんでした。 

 (残りの20％は価格面に未練があったことです) 

 一週間後、断りの電話を不動産会社に入れると、まだ買い

手が付いてないのか、前回よりさらに価格を下げるからどう？

と誘ってきます。 

 買わない理由が価格面ではないので断りましたが、それに


